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事業概要【コミュニティを中⼼とした賑わいの場創出事業（仮称　五霞町多世代交流コミュニティセンター整備）】

申請者 茨城県五霞町 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R11年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費）

1,759,528千円
（29,137千円）

経費の類型 ソフト
事業

拠点整
備事業 ✓ インフラ

整備事業 事業分野 まちづくり分野

目的・効果

•（仮称）五霞町多目的多世代交流コミュニティセンター〈新庁舎複合施設※新庁舎は交付⾦対象外施設〉をモール型商業施
設の隣接地に設置し、新たな⼈⼝の交流形成及び町の賑わいを創出する。

•当該コミュニティ施設を拠点に、住⺠、企業、町といった地域の主体の他、交流⼈⼝と関係⼈⼝も巻き込む形で持続可能な社会
の形成を目指すとともに、幅の広い町の活性化と魅⼒の向上を図り、⼈⼝の転出抑制・転⼊確保を促進し、町⺠が幸せと誇りを持
てる町とする。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

拠点整備事業経費
〇（仮称）五霞町多世代交流コミュニティセンターの建築物基本
　　設計及び実施設計業務
　　　委託費
　　　　【建築物整備】
　　　　　　基本設計　62,257千円
　　　　　　〈うち、R7年度交付対象事業経費　18,778千円〉
　　　　　　実施設計　20,311千円
　　　　　　〈うち、R7年度交付対象事業経費　6,126千円〉
　　　　【設備整備・用地造成等】
　　　　　　基本設計　10,640千円
　　　　　　〈うち、R7年度交付対象事業経費　3,192千円〉
　　　　　　実施設計　3,471千円
　　　　　　〈うち、R7年度交付対象事業経費　1,041千円〉

地域の多様な
主体の参画

　地域おこし協⼒隊とともに拠点の利用者による新たなコミュニティと地域
を繋ぎ、定住、交流、関係⼈⼝から吸い上げた施設の活用についての意
⾒を基に、賑わい等を創出するための検討をし、町の拠点やコミュニティ
形成に反映する。
　施設を若い世代の地域交流やコミュニティ分野の主な舞台とし、各学
校、⼤学と連携を図り共同による地域活性活動の計画づくりを⾏う。

KPI
※カッコ内の数値は最
終事業年度までの
「KPI増加分の累計」

の目標値

①新たな転⼊⼈⼝の増加数（+60⼈）
②転出者の転出抑制数（+50⼈）
③町⺠等による新たな交流創出件数（+16団体、件）
④新たな施設利用回数（+300回）

イメージ図、写真等
（レイアウト任意）


